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　慶長５年(1600)８月15日の徳川家康
より妻木城主宛の書状に「其方居城普
請出来」とあります。また他の記録に
岩崎城(日進市)より人夫100人が派遣
されたとあります。この普請により妻
木城の主要部の防備を固める堀切（赤
線)が造成されたと考えられていま
す。巨石群やくさび跡の岩はこの時の
産物です。
　８月15日は関ヶ原の戦い１ヶ月前の
ことです。
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